
本市における新型コロナウイルス

対策の現状について

～ ４月２９日(水)以降の状況 ～
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令和２年６月１日 (月 )

奈良市新型コロナウイルス

対 策 本 部 事 務 局

報告項目
１ 感染の状況等
２ 対応の経緯（４月２９日(水)以降）
３ コロナ対策の現状
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１ 感染の状況等
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関西２府４県における新規感染者数の推移
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大阪府 兵庫県 京都府 滋賀県 奈良県 和歌山県

４ 月 ５ 月

６月１日(月)０時現在

感染者数累計 ３，０９５人

死者数 １４８人

退院数 ２，７５２人

４月７日(火)
７都府県への
緊急事態宣言

４月１６日(木)
全都道府県への
緊急事態宣言

５月２１日(木)
大阪･兵庫･京都への
緊急事態宣言解除

５月２５日(月)
緊急事態解除宣言

５月１４日(木)
３９県への

緊急事態宣言解除



奈良県及び本市における新規感染者数等の推移
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感染者数 感染経路不明数
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奈良県

本 市

９１例目・５月２０日(水)
桜井市の５０代女性
会社員・無症状

大阪市内勤務先に陽性者あり

９２例目・５月２７日(水)
奈良市の８０代男性

無職・軽症・感染経路不明

２７日間連続で「０」



奈良県及び本市における感染者・患者の入院状況
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奈良市 奈良県

感染者数累計 ２０人 ９２人

現在感染者数 １人 ２人

入院中
［対応可能数］

１人 ２人
［３１８床］

病床利用率
０.６％

重 症
（０人） （０人）

（［１８床］）
重症病床利用率

０.０％

宿泊療養
［対応可能数］

０人 ０人
［１０８室］

宿泊療養利用率
０.０％

自宅療養 ー ー

死 亡 ２人 ２人

退院等累計 １７人 ８８人

５月３１日(日)１５時００分現在



本市における感染者の状態

No 月 日 年齢・性別 当初の症状 状 態

１ ３月 ６日(金) ６０代男性 軽 症 大阪ライブハウス

２ 〃 ７０代女性 無症状 横浜港のクルーズ船

３ 〃 ６０代男性 無症状 横浜港のクルーズ船

４ ３月１１日(水) ４０代女性 中等症 販売業（大阪市内）、大阪ライブハウス滞在者の接触者

５ ４月 １日(水) ５０代男性 軽 症 会社員（大阪市内）、海外から帰国

６ ４月 ７日(火) ５０代男性 軽 症 会社員（大阪市内）、上記感染者と同じ会社勤務

７ 〃 ４０代男性 軽 症 公務員（大阪市内）、同じ職場で感染者発生あり

８ ４月 ９日(木) ５０代男性 軽 症 会社員、同僚（大阪府内在住）に症状

９ 〃 ８０代女性 無症状 無職、市内感染者の濃厚接触者

10 ４月１０日(金) ９０代男性 中等症 無 職

11 ４月１３日(月) ７０代男性 中等症 無 職

12 ４月１５日(水) ５０代男性 中等症 会社員

13 ４月１８日(土) ８０代女性 軽 症 無 職

14 ４月２１日(火) ２０代女性 軽 症 看護師

15 ４月２２日(水) ２０代男性 軽 症 会社員、市内感染者の濃厚接触者

16 ４月２４日(金) ４０代女性 軽 症 看護師、勤務先（大阪府内）の感染者と濃厚接触

17 ４月２８日(火) ５０代女性 中等症 無 職

18 〃 ６０代女性 軽 症 会社員、市内感染者の濃厚接触者

19 ４月２９日(水) ７０代女性 重 症 無 職

20 ５月２７日(水) ８０代男性 軽 症 無 職 6



本市における感染者の状態分析（累計：２０人）
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性 別

男性 55％
(１１人)

女性 45％
(９人)

年代別

〜３０代 10%
(２人)

４０代～６０代 55%
(１１人)

７０代〜 35%
(７人)

軽症 11
（55％）

中等症 3
（15％）

重症 1
（5％）

死亡 2
（10％）

無症状 3
（15％）

７０%が軽症・無症状

奈良市 奈良県

① クルーズ船乗船者 2人 10.0％ 2人 2.2％

② 大阪勤務者とその接触者 5人 25.0％
72人

大阪勤務
28人

78.3％

大阪勤務
29.3％

③ 大阪訪問者とその接触者 4人 20.0％

④ ⑤の接触者 2人 10.0％

⑤ 感染経路の推定が困難 ７人 35.0％ 18人 19.6％

863人 48.4％

920人 51.6％

❸ 感染者の発症から相談・検査・判定待ち・入院期間等の状況（平均値）

入院期間 全国平均 16.6日（3/23 国立感染症研究所）

❷ 感染者の感染経路

＜参考＞大阪府
（5/31）

❶ 感染者の性別・年代・当初の症状

最短： ３日間
最長：４５日間

発症～相談 相談～検査 判定待ち 入院待ち 入院等期間 合計日数

４．５日 ０．３日 １．６日 ０．２日 １７．０日 ２３．６日



本市におけるＰＣＲ検査の実施状況
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市保健所 民間機関 その他

４ 月 ５ 月

（県保健研究ｾﾝﾀー 、
院内検査）

５月２１日(木)
奈良市地域外来・検査
センターを新設
１日最大１０件の採取

５月２０日(水)市保健所の検査体制を拡充
１日最大検査能力：３６件 ➡ ７２件
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２ 対応の経緯（４月２９日(水)以降）



本市における対応の経緯（４月２９日(水)以降）

10

対策本部会議 主な決定事項（※） 国・県などの動向

第６回 ５月 ５日
(火)

・ＰＣＲ検査体制の強化
・子どもの発達相談の一部再開
・市立図書館の予約貸出し再開

４日(月)政府、緊急事態宣言の延長を決定
５日(火)県、対処方針を変更(5.5方針)
５日(火)大阪府、大阪モデルを決定

第７回 ５月１２日
(火)

・対策のガイドライン（出口プラン）
・税や福祉の一部窓口の再開
・５月末までは主催事業の中止及び休館継
続

第８回 ５月１９日
(火)

・入口プランとモニタリング指標
・ＢＣＰ（各部局の発生時優先業務）
・学校、園の再開
（６月１日(月)から段階的に）

１４日(木)政府、３９県の解除を決定

第９回 ５月２６日
(火)

・学生の力を地域の課題解決に活用
・市民の実態把握

２１日(木)政府、大阪などの解除決定
２２日(金)県、対処方針を変更(5.22方針)
２５日(月)政府、緊急事態解除を宣言
２９日(金)県、対処方針を変更(5.29方針)

※ 対策本部会議での方針決定後、事務局等で具体化後、公表等を行ったものを含む。



フェーズⅢ フェーズⅡ フェーズⅠ－２ フェーズⅠ－１ アフター・コロナ

感染の状況 感染まん延期 感染拡大期
感染拡大リスクが概ね
抑制されている状態

感染拡大リスクが
抑制されている状態

感染の収束

指 標
市内での新規感染経路不明者数（直近１週間）

ー
合計７人以上 合計３人以上 合計２人以上 ０人を継続

時期的目安 － 〜５月１７日(日)
５月１８日(月)
〜５月３１日(日)

６月１日(月)〜 ー

制限の狙い
命を守る徹底した
感染拡大防止

感染拡大防止を最優先に
市民サービスを抑制

急激な緩みを抑制しつつ
緊急的な業務を一部再開

緩みを抑制しつつ
市民サービスを提供

新たな社会システムに移
行（働き方改革等）

感染拡大防止
対策など

市役所全面閉鎖な
ど、市民の命を守
るための
緊急対策

３密の徹底回避など徹底
した感染防止対策の実施

大阪等及び奈良県内の感染状況等をモニタリングしつつ、
感染拡大の兆しが見られたら、速やかに制限を再開

ー・削減目標に向けた「一律の出勤率抑制」から、業務内容に
応じた「柔軟な在宅勤務」に移行

・妊娠している職員の在宅勤務、時差出勤の推奨は継続
・「新しい生活様式」の徹底

市
の
主
な
業
務

市民啓発 ・大都市への往来及び地域内での外出自粛の呼び掛け ・大都市への往来自粛呼び掛け

・全庁的な業務効率化
・ＡＩ、ＩＣＴなどの
更なる活用

・各種オンライン化の
定着

・テレワークや時差
出勤など定着

↓

新たな社会システムに移
行

窓口業務
・市役所の全面
閉鎖など

・窓口の原則閉鎖
（緊急の場合等を除く）

・郵送やオンラインの手続き、予約制などは継続

・税、福祉及び市民課の
一部窓口再開

・各課窓口数の制限など、
感染拡大に配慮しながら、
すべての窓口を再開

医療体制 ・逐次、医療提供体制を整備

・早期発見対応のため、ＰＣＲ検査体制（ﾄ゙ ﾗｲﾌ゙ スルー等）の強化
・第２波に備え、市保健所及び市立奈良病院の体制を維持・充実

・妊産婦訪問等再開

イベント
公共施設

・市主催のイベント等は中止
・市の公共施設は閉館 ・イベント等自粛、休館等

を段階的に解除
・子ども発達センターの一部、図書館の予約貸し出しは再開

学校・園 ・臨時休業 ・段階的に学校、園を再開

経済支援 ・国及び県の政策を最大限に活用しつつ、きめ細やかな経済・雇用対策を推進

新型コロナ対策のガイドライン（出口プラン）

11

（５月１３日(水)発表）
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３ コロナ対策の現状



本市における対処方針（６月１日(月)現在）
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感染状況の監視体制を堅持して、第２波に備えるとともに、

「まちの元気を取り戻すための取組」とアフターコロナ対応

を促進する。



本市におけるモニタリング指標（入口プラン）
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指 標

フェーズ
Ⅰー２へ

フェーズ
Ⅱ へ

フェーズ
Ⅲ へ

フェーズ
Ⅳ へ

概ね抑制 感染拡大期 感染まん延期
感染まん延期
（ピーク時）

重
要
指
標

不特定多数への
感染拡大リスク

① 市内での新規感染経路
不明者数
（直近１週間の合計）

２人以上 ３人以上 ６人以上
１２人以

上

② 県内での新規感染経路
不明者数
（直近１週間の合計）

３人以上 ５人以上
１０人以

上
２０人以

上

医療崩壊
のリスク

③ 県内での新規感染者数
（直近１週間の合計）

４人以上 ７人以上
２４人以

上
４８人以

上

④ 県内での重症病床
使用率（１８床中）

２５％
以上

５０％
以上

７０％
以上

９０％
以上

※ ４月の感染拡大期における実績値等をもとに設定

フェーズを
上げる条件

（いずれかに該当）

１． ①又は②の数値が３日間連続で超える場合
２． ③及び④の 〃
３． 上記以外で⑤などを参考に必要があると判断する場合

参
考 ⑤ 大阪府での新型コロナ警戒信号 黄 赤 ー ー



本市におけるモニタリング結果（入口プランを適用）

感染状況のフェーズ
（５月３１日(日)現在）

フェーズⅠー１
（感染拡大リスクが抑制されている状態）

指 標

実 績 値 判断基準

５／２３土
～

５／２９金

５／２４日
～

５／３０土

５／２５月
～

５／３１日

フェーズ
Ⅰー２へ
(概ね抑制)

重

要

指

標

※

い
ず
れ
か
に
該
当

不特定多数への
感染拡大リスク

（①又は② ）

① 市内での新規感染経路
不明者数
（直近１週間の合計）

１人 １人 １人 ２人以上

② 県内での新規感染経路
不明者数
（直近１週間の合計）

１人 １人 １人 ３人以上

医療崩壊
のリスク

（③及び④ ）

③ 県内での新規感染者数
（直近１週間の合計）

１人 １人 １人 ４人以上

④ 県内での重症病床
使用率（１８床中）

５／２９金 ５／３０土 ５／３１日 ー

０％ ０％ ０％
２５％
以上

参
考 ⑤ 大阪府での新型コロナ警戒信号 緑 緑 緑 黄

※ ５月２７日(水)、奈良市内で新規感染経路不明者１人

15



新型コロナウイルス対策のガイドライン（入口プラン）

フェーズⅠ－１ フェーズⅠ－２ フェーズⅡ フェーズⅢ フェーズⅣ

感染の状況
感染拡大リスクが
抑制されている状態

感染拡大リスクが概ね
抑制されている状態

感染拡大期 感染まん延期
感染まん延期
(ピーク時)

期間的目安 数カ月〜１年程度 ２週間程度 １カ月程度 ２週間程度 ２週間程度

制限の狙い
緩みを抑制しつつ
市民サービスを提供

急激な緩みを抑制しつつ
緊急的な業務を一部再開

感染拡大防止を最優先に
市民サービスを抑制

命を守る徹底した
感染拡大防止

命を守る最大限の
感染拡大防止

感染拡大防止
対策など

「新しい生活様式の徹底」などによる
感染防止と社会経済活動の両立

３密の徹底回避など徹底
した感染防止対策の実施

市役所全面閉鎖など、市民の命を
守る ための緊急対策

市職員参集
等の基準

ＢＣＰに基づき業務を遂行

職員は９割参集 職員は７割参集 職員は５割参集 職員は３割参集 職員は１割参集

業務内容に応じた「柔軟な在宅勤務」
時差出勤の推奨

７割の通常業務削減と
２割のコロナ関連業務増

コロナ関連業務を最優先に徹底した業務の選択と集中
（徹底した在宅勤務）

妊娠している職員の在宅勤務

市
の
主
な
業
務

窓口業務

・各課窓口数の制限等感染拡大に配慮しなが
ら、全ての窓口運営

・窓口は税・福祉及び
市民課等の一部に限定

・窓口の原則閉鎖
（急ぎの用件のみ対応） ・市役所の全面閉鎖等

郵送やオンラインの手続き、予約制等は継続

イベント
公共施設

・感染拡大に配慮しな
がら、開催・運営

・市主催のイベントは原則中止
・市公共施設は原則閉館
・子ども発達ｾﾝﾀｰ運営、図書館は予約貸出しのみ

・市主催のイベントは全面中止
・市公共施設は全て閉館

学校・園

保育所等

・通常運営
・関係者に感染者等が
出た場合は当該学校
園は閉鎖

・原則、通常運営
・関係者に感染者等が
出た場合は当該学校
園は閉鎖

・学校、園（幼稚園及び１号認定こども園）は臨時休業

・学校園及びﾊ゙ ﾝﾋ゙ ﾎーー ﾑ
は特別預かり

・保育所等は特別保育

・学校園、ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾎｰﾑ、
保育所等を限定して
最低限の特別預かり、
特別保育

・学校園、ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾎｰﾑ、
保育所等をさらに限
定して最低限の特別
預かり、特別保育 16


